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･pI ア ､ 5'
針葉樹の静の傾斜した部分,或は段の下側等に赤鴇色を呈するかたい材が鬼血される｡MERノ
(1887)は之を Boisrolge'tL,R.HARTIG(1896)は DitfferenziertesHolz叉は .Both-/
hol左手して記載し,その後 ･Rotholz.として知られている.我国で木材業者かア亨と呼んでいるIl



































徴にも共通するところがなく`, むしろ対流的な性質があるo E-qGLtERの Geotrophes.Holz,


























KNY (1883),CIESLE,a (1896),WIESNER (1896)･JSc･;lW4RZ･(1899),R･HARTIG(1弓99,
1901)等多数の研究があるOその原因に関する主要なる詮を挙げあと,営茸の偏 りに･よるとする
も甲,規定の圧迫笹よるとするもの,縦圧の刺戟に･3:るとするもの,.重力の刺戟によるとするもt
の等がある｡_就中蔵筏の2づは R.HARTIG が Fichteを材料とした層 々の笑顔によっ釆二もの
で最-&贋 く信じられ,其後の研究者も結局此詮を肯定した ものが多いo'率る庭 BURNS(1<･)20)
′
は Whit9pineによって実験を繰返し,縦圧の刺戟には庚を抱き,更に H畢TMA.NN(193L'り は
重力の刺戟も関係が患いとした｡HARTMANNは'樹木の各部は重力方向に対し或一定の租蔓を
とらて静止するものせ;､その位置よ.り動かされた時,反応と/tJてアナを生じ成長が偏る,即ち雷/∫














相称の位笹よ叛手持々 下向し声ところ, 凡そ 150-160〇の附近に軸が乗ると再び偏心成長は治夫
する｡150-600と 150⊥'160Oの問に於ては偏心の程度は水平与りL精々下向した位置にて最大とな
り,成長の偏る側は針葉樹では下軌 潤琴槍では上側である0150-160.'を超して軸が鉛直下向ノ






























































見 る事が出乗る｡ ＼ I
更に注目すべきは幹に於ても技に斡ても,偏心成長の起る位塵と属地性屈曲現象の起る位置が＼ r ㌔
4
尾 中 : ア テ の 研 究















腹側に向って屈曲する傾向があり,･-それを Epinastieと徹す.ち.而して Epinastieは居城 J:i上





Ebihasti?は連理的背腹性に基 くものであって∴ 軸の傾斜関係に d:つ七重イ巨する事埠帥 上し
)




偏る場合を下糊 巴不良.晦 p｡tr.bhiと,潤葵樹の如くi側に偏る場合を上側肥大性 Epitrolhie
として区別した｡女背腹側に従て肥大域長め偏る現象を背腹偏心性幸し,針葉轡の如く背動 二偏～
る･ものを背卿 巴大性 Dorsitrophie,潤葉樹の如く腹側に偏るものを腹側肥大性 Venfraltrotihie




側`に肥大成長の塀る現象は ScHIMPER(1甲4)によって Epi･及び.Hyponastie と呼ばれた
tが,後 DEVRIES(1872)が此語をBIJの意味に用いたので, WIESNER(1892)は此現象に対







木 材 研 究 算1号 (昭 24)
? ?
ー
Epinastie なる語は上述の如く DEVRIES近よって ScHIhpER の用いた意味と重 く別の
意味,-即ち上側に伸長成長が偏る藤倉に対して用いられた｡此場合上側が凸出する錬な形匹事由ゐ
屈曲が塊れる｡尤も此処に上側と言うのは重力方向に対する物理的な上側と言う意味ではなく,-
生琴的な上軌 即ち背側を指す･ものであ畠から,之に対し商飯を Epi･とするより Dorsi一･tす
I
声才が適当であると要MUNCH(1938)は述べている｡風 彼は ･.N'astieは Tropismus.と同棲＼
一種の成長遊動を示すものであるが,後榛の ismusは Egoismu-S,idealism_us等の類語に見＼
る如く或現象を示すものでなく,或傾向を指すもので.'ぁ＼るから,成長蓬動の現象をあらわすため堅コ
には Tropismusは Tropieとすべきセあり, 叉その傾向､を示す場合には Nastieは′Nastis--
し
mus､と呼ぶべきであると言ってい5.0
之等vt当る･日本語 も種々あり,Epi-,及 び Hypotrophie に当るものとして上側成長及び下
側成長 (藤岡光長),■上偏性及び下偏性 (三好学),傾上性及び傾下性 (小倉節).等が用いられて･-ノ ノ･
おり, Epinastie･に当るものとして上側傾動性 (山中),上偏成長 (甜 鼠 坂村)等がある｡二背′.′
例が凸出する綾な成長屈曲は従発育期隼伸長成長が大なるに基くと考えられ;背側伸長性なる語一l■
を充てた事もあるが,潤葉樹の枝では背側の粗放が収縮する事によってか iる屈曲の起畠のか
認潜られるかち,此語は不適当となった｡ Nastieを傾動性と訳するならば 豆pin.astie 叉は
MUNC王壬の所謂 Dors!-nasti?は傾腹性とでもサ る-のがよいかもしれ亀が,竃には原語のま 用ゝ
いる事とする｡
樹木隼於けさ屈触陸屈曲は直径の大となるに従い,_次第隼不活機とな串が,ENGLER(1924)























































































ヽ ::I.:;,:;.;.;.I.-I:.I.-;I.-;':A -■C一√ ,.A-a
見らる1枚に,屈触性反応Gの最大位が 90)より大なる場倉は kの億を 0より大とせねばな`
















べた通 りである｡ 従って樹木の Epinastie も亦属地性屈曲と同棲にアテの組織の形成によって■
8
tb■
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木 材 研.究 算 1号 (昭 24)
＼
ら pは 1以下となあ｡g.t.を 1,



























に亘り持流するから, むしろ DE VRIESに従って Epinastieとした方が適当であろう. この


































































































■木 材 研 究 算 1号 (昭 ･2年)
















































尾 中 : ア テ の 研 究
か注目されたが,その根拠は近時薄舶となり,或種のホルモ'/カモ刺戟物質として関与するとう言う
説が有力となっている｡何等かの屈触陸を起すべき物質が偵知した茎の 下側に集a_と言 う潮ま




性のない結合状態ゐォーキシンも取 り出されたからであろうと言 う｡ /




按の Epinastieが頂芽の影響を受ける事に関し,菅て ERRERA(1904)は頂芽が 一種 (,)内
分泌を下すと想像した事があるが,TfIIMANN及び S丘00G(1933;'1934)は之を'*-キシ.,,の
作用であると考えた｡併し頂芽から尊を下畠す-キシンが如何にして枝の成長に影響するかモ 説




























木 材 研 究 俸1号 (昭 24)
られるO第 8図抜毛の実験例を示す｡ 此処に於て筆者 (1942)一はアテの形成は成長索の畳的関√
儀 によっ七起畠と考え,傾斜した幹に於てアテを形成しっ iある部分め成長素を定量してみた｡
樹木に於ても W ENT の東天に放散せしめる方法により燕麦子葉鞘に屈曲を起きしめる物質が線
/









































































































































































































針葉樹のアテの解剖的性質は 虫.H'ARTIG (1901)が Fichteに就,7:研究し,其後 S〇NNrAG
∫














樹′◆種I 部 分 細.二 胞放 射 方 向 径 (〟)_切 縁 方 向く 細胞膜の厚さ (FL)･ナ チ 正骨材 l孔紋室の径 (fL)ア テ 革骨材つ㌻｢デ下丘膏肩 ア テ 正常材
イチョウ＼ヒメコマツアカマツエゾ ＼トド-モグイヒ ノ キ＼マ ' Lス Y∫ 春 材 80' ･34 28 30 4.0 3.0 810 106.731542'
秋 .材 】5 13 24 30 3.0 3.5
春` 材 30 35. 30- 26 .′4.8- 2_d
一秋 材 ･1音 18l一二～28 ･30 .4.8 5.5 -
32. 86 ∠ 6_ - { 5- 26. 2_5,･4
秋 材､ エー20 18 26 30 5.a 6.0
春 -材 22 aO 20 ､こ 22 3.4 ･1.2
秋 材 16 . 112 18. 20 4.5 4.5-
琴 材 30 ー32 26 24 40 2ヽ.?
秋 材 i5 12 22 20 4.ら 5.5.
春 野 30ー 32 26.′ 24 5.0 ?.2
秋 材 】5 12 3.0 r 24 5.5 6.0
春 材 30. 36- -26 ■/24. 4.0 ｣.良
埜 材 17 15 22 24 5.5 6.0
-､春 材 22- 32 22 26 5.0 2.5
:秋.材 10 10 20 22 _3.0 3.0
春 材＼▲ 20L 30 ◆~18 20 3.0 1ー.8
秋 材 15 12 18 20 3.4 3ー.6ー
24 ･0 19 ~2 ･ 2 12
急に軸が傾斜して著しい偏心成長を起した嘘合アテの反対側,'即ち上側の材の仮導管は.一時径
が小となるが次第in=元に返る｡第3表は.その例を示す｡因にテテの床対側の材を R･HAR,:IG は





究 欝1号 (昭 24)
算3表 ア号の形成に伴 う仮導管犀及び膜厚の変化
粗胞放射方向径(FL) 細胞隈の厚さ (lL)
樹 揮 甲 .分 . 春′材/ 移行部 秋ー'材 春 材 移行部1.5 3.0-･秋 材
ス ギアカマツ 傾斜前.転骨材 30.0 I.5.6 9.9 3;9
･傾斜後.上側∴ 1年 日 . 15.6.■-`~■｢ ■6.0 .ヽl.2 -- 2.7
4年 目 28.8 g.6 1.2 - 3.6､
下側(アテ)1年日 21.6- 16.8 9.6 4.2 4'.良 2.7
4年日 24.0 19.2 ･iq.8 4.≠ 4.8 3.0
傾斜前.正常材 6Q 300 ･210 -2.7 4.2 6.0
傾斜顔.上側. 1年日 .30.0 15.6 I.5 -｢- 3.3,
12年目 42.0 3.0-.0 18.0 2.5 4.2 一6.0





















































































? ? ? ? ?
??
-::二二
今日は既定の事実とされ,その排列状態が木材の種々の性 宗等芳≡≡≡≡芋 芸･ 甘下~｢で



























島 中 : ア テ の ､研 . 究
向かある事等が報菅されている｡叉成長との潤 係に就て .JACCARD (1928)はIPiceaexc(,lsa






































木 材 研 究 俸1.号 ･(昭 24)
欝4表 仮導管細胞膜のミセル傾斜 (細胞長軸となす角度)
樹 種 部 分 ア テ~正 常 差 報 骨 ､ 者
遷 Epipusnigra 春材秋 :?a `46.90 40.10 6.8 Jccard u. PreyPilow & LuXrord.√●○● ＼_ー lMinch ､一
P seudotsugaDouglasiiAbiescof】COlortin Eaed 47.9~344-2266205 1 4`2.0㌔,046 I39838 5.914065236?'
ヽ 秋材 29.3 4.8 24.5
PinuspondtrosaSeqolaSe叫PerVireps 1･ceaexclsa 春材秋 .切輝膜 3b.1247839432- 8. 19.6'39.283 1.0.526844-LlTaXus_tuspid ata 45 48 97 尾 中



















尾 中 '･.ア_ テ 7の 研T'究
欝-5表
仮 導 l管 の 長･き
樹 種 部 ､ー L`t分 アテ(〟)正骨材(〟) 氏.
ス .ギ 傾斜後 8年 i.304､ 1'.7皇6 0.76
アカマツyラベ 〝 2年春材 2.43 3.144 0.78














欝6表 ~木 柔 組 織 分 布 数








































樹 種 ア テ`正常材 氏
アカマ ツ . 0.91 0.91_ 1.00- .
〟 0.70 0.62′ 1.13
〟 0.76 6.94 0.81
ヒメ.コマ ツ 0.53 0.69 0.77
エゾ了 ツ .1.24 1.68 0:74
グイマ ツ 0.90 0.69 1.30
切棟回mm2当分布数
ア テ 】正常材
卒 均 細 胞 高




グ イ マ ツ
/
ェ ゾ マ ツ
Iモ










































算10表 敬､皮 繊 維 列 数 (550両こ対する列数)
第一次の木栓形成暦はアテの側に_早′く現れ,その側の皮膚の樹脂道は早 く脱落する｡.而して木●
栓組輝の発達 も北側に著しいが,アテの成長が大なるため周囲の増加た伴い樹皮の亀裂別離する
噂向が多 く.,結局残存する樹皮の厚さは7Jテの例に薄いと言 う事になる.アやマツ等の傾余せ る.- 1





･輪の願い側の導啓は直撃が大豆あ り,分布数 も多いと述べ,LAMMERM嘉 R (1901)は其侭に射
-地線が多 く,-従て貯赦物質に富むと淋し,METZeER (1908)は上側の材は木繊維の細胞隈が厚■
















木 材 研 究.算1~寄 (昭 24)






























･.第一の上側嘩 長の偏るも無 産 くの喬木性木表が入るO此場云更に禦 警響 - ンい
成長の偏 りを示すもの′と,主として材に成長の偏 りの現れるものの桝がある｡前著の例に就ては





















































木 材,研 究 算1号 (昭 24)






ス`と多 少0.ペクチン及びゴム質物か ら成ると称して,bる.塩基性色素には よく染 り,CLARKE
1







































































l斜 卜属 .: 虚 一 名し:t ＼_ 鹿心の_讐二旦 繊維隈の厚さ:(tL) I惨質層の,型 アテの繊維排列 摘 要
正常材 (産品 )2 3(2-34(3)･lcasuariJla,Ceae 上l Ⅱ-デ∬甘 正･軍 -アテ､は濃色に見え:Csurinaモ ク マ オ､ウChloranthacaehlorr)thusセ ン 9 ヨー .slicAceaePopTlus Iヤマ ナラ ン 導管に乏し･組織 異常なし演
i-r31
L 木 材 研 究 俸 1号 (暗ノ24)
料 .妻属 …. 席 名 偏ふの､傾 向 繊練塀の厚さ (〟)鯵質暦.,の 型 アテの繊維耕列 -.摘 ~要正常材 アテ.(屡質瀞)
ドpヤナギ 上 2 3(2) Ⅱ 衣 木繊維細胞は放射方
.チョウセンヤマナラ㌢ 上′ 2 3(2.5)) Ⅱ′､ 一正イ ＼ ●一向に属卒 とーなる傾向
SaliX あ り,導管は径/JT,
アカメセナギ 分海数少し,敬皮に
コクラインダレヤナギ '上 ■ 2 -4(3) 甘 ,. 厚膜組織の発達多し"同 上紙経に重孔紋散在するがク.アテに於て其
キツネヤナギ 上 2 3(2) 価 正 `.衣.琴 事一 '
バツコヤナギ′MyricaceaeMiricaヤマモヽJuglahdacaeTplty ria q 上 ､.- 2.53一 ー 4(3)6i;.5).5(3∫. 2 甘■~ⅡⅧ･




サワグルミ ■ー~､ 厚膜細胞に富む l同上,謬質暦はⅡ-
/カンボウフウJhglansオユダル ミ ● 上 - 1.52 4く3)さ2 止Ⅱテウチグル ミー■Betulac甲e. . 7 3(L5)54-Carplr?uS Ⅱの両型隼現る○
イヌシデ r // I/
′ クマシデ 上 2 .4(2) Ⅱ _
アカシデOstrya サ ダCo lusツノノ､シバ-ミBeut ■ ミ ズ メ TE上, 2.51. 4(3.5)52)メ_.('3-4!? Ⅱ∬-唖'Ⅱ Ⅱ丑
オ′オレ 上 ′2-.一 3(2.5) Ⅱ
シラカンノヾ 上 2 '~ 3(2.5) Ⅱ一
ダケ■カシノヾ ､ 上 2.5 4(3.5) `∬
ソウシカンパA1-Sヒメヤシヤブシ ･ 一 I 5 4.54.0)15) Ⅱ正一肝
32




































































































木 材ー 研 究 俸 1号 (昭 ?4)
科 一書属'仁 摩 -名 偏心の傾 向 故維膜の厚 さ (FE)屡質屡の 型 アテの繊維胡列 -摘 . 賓平常材 アテ(擾質層 )
'.カジノキVaf】ieriaf ク ワクワ.ツガ- , 一上( ) 2-2.5,I.4.5(3)し一3(2) 甘祉 +
ノ､1)グワb-Ficus_イチジク (上)～ 2声 3(2■.)43 - 価Ⅱ
-ホ ソバイヌtiワ (上) 2 4(?) Ⅱ
Trochodefldroni- ヤマクやルマEupteleaceaeEuptleaフサザクラCerdidipbylacαe'ceridiphylum'カ ツ ラヽRanuf】Cla e･ matsボタンヅルII. 2:abalc左Akbiア ケ ビ ･発達すo_同 上伺 ′組織異常な.し串
34
1 ヽ



























































? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ?





? ? ? ? ? ? ? ??
?? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ?








. 木 材 研 究 算 1号 (昭 24)
科 蔓 鳳 至 摂 名I 偏ふの傾 向 繊維塀の厚さ (〟)腿質暦の 型 アテの繊維胡列 摘 要正常材. アテ埋 型型
BedZOinダンコウバイ 上 2.9' 4(2.2) Ⅱ >メ正衣 !～ ヽ帰心め傾向なく;級織の異常も し,材 .ほ繊維欺仮導管より_'なる○アテは濃色,材は繊
ヤマコ●ウノヾシ 上 ･2 3(2) 甘
･,カナクギノキ 上 2 3(2) 臥
.クロモジ 上 21-3｢`..5 3一5(2)(2).7 .7)′.3ー5 4.5■ ･芯
ダイワンコウバンr 上 一Ⅱ
テンダイウヤクtaurusグツケ 汐-PrabFnZOini/I)モジ ー･SaXirlagceaehyldelptuSバイカウツギ_ 上 _:-. .Ⅱi甘
チ.ヨウセソバイカケツギ~Deutsehiaウ コ.ギHydralgeaコアジサイ _ .I Ⅶこ
ヽ′リウツギ
アマチャⅠtea ズ イ ナ .Ribesス グ リアitosporceaePttoporum､TLベ ラ .●Hamam lidacae ＼土' i.甘∴∬ 一丁甘Ⅱ
Disar】thus 維妖仮導管よりなり,




























































































木 杯 q 党 葬 1号 (昭 24)
科 i属 … 種 名′ 偏ふの傾 向 繊維唄の厚さ (〟)鯵質暦の 型 アテの繊維排列 ■摘 要正常材 アテ-(脇層 層
Rubus' ノヰ イチゴ′ ′ .2 4.(3.5) 正'). アテは演色,防塵層
クマイチゴR'osi㌔.メ ラ ′Amygdalaceae 上 丑
Prunus はⅡ-Ⅷ型に移行す ■
ワミズザクラ ■るo _
･イヌザクラ : 上ー 2.5ド 3.5(3) 丑 執皮繊維は上側に発
-●ヤマザクラ ノ 上 り 2.5 .3.5(2) Ⅱ-価 達良好であるo一◆-木繊維の径アテ.にて
レオ.1).ザクう (上) 2_ 3(2)ー 丑 一正不 斉＼I
1)ンギク 上 2.5 4.5(3) HJ[
キンキマメザクラ _上 2. 3(2) 丑一打甘 ,Ⅱ也価二 ≠翠- _∴
ウ メ (上)' 3. 3∴




ノ､ナズホウ 1.5~. 1,-I: し妹Lo導管の径,.C.冬eSalpiniaジヤタツイ夫ラGlditschサイカチSophora-＼ エソジユa 左stsユクノキ4 M achi. ＼rIイヌエソS3,-ytisu ニS/ダⅠ瑠 ff . ＼コマツナギ-も Wistー7 ぢンRbn 1) C/ユ 一 分布は大賢なく,敬 .'皮の発達も大差なLo′一一
㌔38
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木 材 研:究 俸 1号 (昭 24)
.偏ふの<傾 向 繊維膜の厚さ (FLj 鯵質層 .わ 型 テアの繊維排列 i1.*-一 軍
科 …属 … 種 名ij 正常材 .(窟晶 )′ ＼._～4 ､5(3)2.5 , .5)qt 32･ . 4,5(3i 4





エブユス1) ノ､■､.Malotqsアカメガレ.? 上 拡
ウラ汐ロアカメガS/.ワ (上) ･Ⅱ‥
㌔, クスノJiアカメガS/ワEXcoecaria. . シ ラ キAleqrtesアブラギ1)Sapiumナガハナンキン ハゼBuxacee (上)下ー 甘'肝価.'-ⅡI
Buxus, するが,其繊維状仮
+ツ ゲ 導管に異常なLO
チョウセンヒメツゲ 下′上 >]E.5 4.516 3(2) Ir■.I･.-I､Ⅱ ＼
′Coriariaceae 一･Coriria Iドククツギ 組ヽ織に畢骨なしo＼
Anacardiaceac アテゐ側の敬皮に厚
Rhus,ヌ ル デ ,院組織発達すo∫.上側の嘘長大なる側
ヤアウル5' .上 ･2 -3.5(2) 甘★
ツタウノレS/●､Pistaciaーラ～ン㌢ンポクAguifola乍eae 上l 2 _ 3.5(2)3 5 '耳価F-lleX に濃色め材を見るカi＼ クT3ソヨ/ど● 屡質暦を生じないo
ヽ アカツゲ ･上 2 i3 英側の執皮に厚膜粗
40
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～木 材 研 究 俸 1号 (昭 24)
科 十 届 書 種 名 : 芸心冨 I繊維膜の厚さ (L)'膠質層 'アテめ 庵 撃 ー雫奉材 アrテ(謬質暦)の 型 繊維耕列
ミヤ寸ノ､).,ソ ー 上 pRha叩naCeae,- 3･2.5ラ. 8.′∴ 2.54('3)5 }3 Tf.52 Ⅱ,.Ⅷ華 正東直衣 ･ナチに導管の分布少
t■Rhamne18.Jt ネコ′チチ 上野erchemia ,∫ クマヤナギi-● Zizyphusサネプトナツメ . Lo組織異常なし■l上側の材は白く木鞍
t Frangula .隻 . I
･イソノキRhamnus.クロウメモドキ 血
チ`ョウセソ_クT3アバラ.∫HoVeflia' ケツボナS/,i.Vitaceae .:parthenocissusI ツ 考 ∴I, Alやpユopsノブドウ .Tli ′ 上ノ 21.5 3(2)b.7 ･ーⅡ∫■.I.■■~ / 正/∫
･Tilia ･維径大,隈薄く,防.
′アムウルシナノキ 上 . 質暦な,L,■導管大型,
S)ナノキ 上 2●1.8l 1I.5 数少し,特に上側に
-ラノキ .上 皮厚く,扱皮繊維に
･Malvacea乍 富むo
Hibiscus 6 iム ク ゲ 上 ･同 _上 l Jt組織異常なしi材を耳繊維欺仮導管よ





































































木 材 研 ′究 俸 1号一､(昭 24)
科 弓 届 書 種 . 名 ,t′ 偏ふの傾 向 繊維膜の厚 さ (u),膠質層の 型 アテの繊準排列 摘 要 ′ -～
正常材 (義 )l2 '3(2)1. 5十1.5 a5(3)
Pーunicaceae一Pacizla ∫ザ ク ロ.Alaf】gi ae.M r ′●･ウ1)ノキMyrtEu ypttls_rObusta守 elastomtceaeestomaノボ'タ ン 上二 .)( ) -価Ⅱ･正一Ⅱ,.I/町 正■1＼ .' 同 上 J′● Iアテほ白く見ゆ,勝
ヒメノボタγ ,1上) 1.5 3ー(2) Ⅱ
アカ享ノボク ツAraliaceae (上)′_■ヽ. 1.5 3(2)2■ ･X.■.~.･●■~甘
Fatsia 質暦は射れ易 し,偏
ヤ ツ ヂ I:上 心の傾向なき属を合
Hederaーキ ヅ ダ】KalopnaX ㌔ノー､1)ギ 1) .むOI軍は繊維欺仮導管よ





チ ョウセンミ一ヅキ, 上 :4 ＼6(4:5)A Ⅱ 正~ー 小,分布少き傾向があ
44
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木 材 研 ` 究 欝1号 (昭 24)
科 斗 属 : 種 各 偏心の傾 匝 繊維膜の厚さ (FE)瀞質層の 型 アテの繊維彰汐1 摘 要 -
正常材 (義 )■ノ4 .4_2.5 3.5サT7ラ.タギHalesiaceae 上 Ⅰ■.I.丑 ､_正 同 上
PterostyraXIアサガラ 守JiI 木繊維細胞膜はア≠
オオノt,アサガラ･Styraxエゴ キ ′上 2 .4二 ∴3.. ･q_●(.I) 正.､
, ハクウンポク . 上 ● ･3 ' 3' (T,)
･ウラジローエゴノキー 01eaceae -上 3 43.5 (I)∬-Ⅰ
Fraxinus UL-て特に厚 くならず∫
チョウセントネ9コ 鯵質暦となる傾向あ ,
'ホソバアオダモ ､上 2.8 :I? _､Ⅱ-Ⅰ りo'_～ t l組織異常なし同 上 ∫ ヽ
S/マ トネ.A)コ I･Fosythia7㌔ -レンギョウ ′yringaチョウセ ン ノ､シ ドイ ー.◆ 2.54■ , nIL-Ⅰ .丑
マンシユウ-.シドイ 二t 3.5- a.5 Ⅱ､ 正 iI










＼ マ)t'ノヾ チ S/ヤ､フキ
Solanaceae
勺

















































木 材 研 究 俸1.早 (昭 24)
∵科 …属'一一: i種 名 偏ふのイ甲■向 ∫繊維膜の厚さ.(〟)屡質犀の 型 アテの繊維排列 摘. 質正常材 アテ(豚質屠
･Lonicera● べ ニパ ナ ヒ ョウダ ンボ ク .Asterチとeae .Prtyaコウヤポ キ ■′■一■'`一■'- i ■一.- i
･METZ甲RLは隊質暦は張力に対 して抵抗する意義があるとの考えから,元釆蔓茎の植物に発琴
せ るもので,現在か ゝる暦を生ずる-樹木は系統的に蔓茎のものに 由来すると想像してい畠が,-
.JACCARDは之は潅木叉は草本に現れず,生育型に従 うが,系統的な額縁関係はないと述べてtJlる｡





































































○遍 ,同 Ⅱ型 ･

































木 材 研 究 .俸 1ー号 (暗 24)












































































































































尾 申 : ア テ の 研 究
E如GLER(1918)は散 孔 材 に於 ては上 下 転差 が ないか或 は寝 に下血Jの導 管 の径 が大 で あるが,享買孔
材 に-於 ては上 側に 芥 導 管 の孔 圏が磨 く,-､導 管 篠 も大 で あ る と述 べ てい る｡
筆者 の 測定 に よ る と環 孔材 に あっ て疫大 導 管 の孔 圏 は上 側 に贋 いが ≠管 孔 の径は其側転小であ
る∴年 輪 幅 .の大 な る場 合 に 披孔 圏の間 隔が大 とな る結 果 ,畢 位横 断 面 積 隼対 す る大導管の分>J:b･数
が小 と怒 るの 牲 当然 で あ るが , 小 導 管 に於 て もそ の分 布 は粗 とな り, 動 径 は小となる傾向があ
a.叉 カシ類 の 如 く 導 管 が放 射 方 向 に排 列 す る もの に於 て も上 側 の導 管 の間隔が大と在り,椙 も
/J､な る傾向が 認 め ら れ る . L
1
散 孔材にあ て は - 蝦 に 上 側 に 導 管 の分布密度'1､であ り,径 も小 で あ る｡特に木繊維 の排 夕蝉 上
側 に井伏に整然 た る も の に 於 て 其 相 違が著 しい｡
Ti 1iaの型に於 て は 上 側 に 導 管 径 か大であ るが,分布密 度 は小 さいこ
∫
､第 1･5及 16表 は之 等 の 実 測 結 果 であ 声｡1･ ,
1 ●
欝 15表 I-導 管 の -平 均 奄
樹 種 _ I部 分 切: 主線 方 向 (FL) 放 射 方 ▲向 (FL) .
上 .側 ~下 側 氏 上 側 下 側 此
ア カシデ.J 春J粛 55 61 -ら.90 -71 74. 9.96
ミ ズ メ 101 .■102 0.99 1■26. ∴160 0.79
ソケS/カ ンパ l ＼_ 38 40 0.95 52 67● 0.78
ブ. ナ .,ク JD ･43 44 0.-98 ､37､ /42 0,88
秋 財 28~一● ,291 096 ′25 ?7 0.93
春` .材 151＼ ･172 0●88_. 148 J157. ,LO.94
･'ウ ラジロガ シ '74 78 .0.95 ●･76 ~一80 ･0.95
水ウ ノキ 5 ,58 :95 ､75. 88 085
ク ロモ ジ 春 材 ● ′66 72 ･0.92 ･78 ~120` 0.65
ダ ンコウバ イt'マ}1,.バマ ./サ ク 春 材 I-64 'r､.67, 0.96 69 ･79 0.87
秋 材､ ■ 52 53 0.98 59 ､69 0.98
･53- 0 88 52 66 JO79
ナナ カマ ド 一 ､㌔ .ノ春 斬材ノ .41 35 1.17 41 37 1.ll
アズキナ S/ 30 34 10.88 34 37 0.92
ザ イブ 1),ボク ･34 ･30 1.13. 33 30 ･1.10/
ネ ム ノキ - 156. 17.1 9.91し ･123 149- 0.83.
コマ ユ ミ i27 -l3() .0.90 34 ∫.34′ー 1.00
フウ9-ソウメモ ドキ ′ ,-34 38∴ -0.90 37 ′ 38 0.97
ア オノ､ダ 32 4 I.094. .33 4 097
リ ヨ ゴ 49 .56 G88 67 94.-.0.71
51
木 材 研 究 欝1号 (昭 24)
/
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? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ??
? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
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フウ サ ンウ メモ ドキ
コマ ユ ミ
0･36 ィ タヤ カニデ
0･86 コ ミネカエ デ
0･63 ＼ オガラバ ナ
●0.80 ･ -ミヤマノ､ノ､ソ
0･43 やチ ′キ .
′
9･69 シナ ノキ
0･79 ミ ズ キ ､
0.59 9ヨウ ブ
0ー.81 シャクナギ
8.47 ァ セ ピ
0.67 9･ワ フタギ
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木 材 研､′究 界1号 (暗 24)
PILLOW 及び BREY (1935)の分析でもアルコール,ベンゼン･エ-チ.ル抽出物に芝しく,1ガ
苛性曹達可溶物が壷小のが認められる｡傭筆者の測定セぼ衣分が多いO第17表は之等の分析結果
.を集録したものである-o
俸!7表 化 学` 組 成
樹 種 身 分 Iア テ 平常材 比 軒 % %
LAbiesbalsamea.Piecasitchensis 'セ}レロ -ース- ー~ー ~~頑｢39.42 ojT'50.35 0.78 I.SchorgerI.アル 三‥ レ抽 出物 138 20占 . 66 /Dadswll,& .
9ダニ-ン i･33.60 24.44 1.38.
茨 分 . 060 20 3jOO
ノ′ ㌔PiceaeXcelsaI (● I一Inustaeda / 1%苛性管津可溶轡 13.48 13.70 ､0.99 Hawl.ey i塘glund､
17ダニ ン 30.85 25.84- 1.29
･セ}レロー-ス 53.67 60.60､ 0.89
ベ ン ト-ず ,/ 6.32 ■5.60, 1.13
∴ 9グ_エ ソ [ 38.0 2&0 ･1.36
ア七一チ - ル 一 0.8 -i.4 0.57 u..I.jut)grenチ′隼1l.ヽ
樹脂.虜 分.~蛋白質 其他 t4.0. 4.8r 0.83 ー
lセ}レロース .∫ 27.3/ 41.5 ' 0.66
- ミセル 甲-ス内加水分解し社ぎ加永分解し易きキ ン′-ス 29.921チ･0.1I 24.3.29-- 21㌔.77 1.24`ー07209∫lo5_
キ S/T7丁ス 4.0 3.1 i.29
フラク トース 00 10.ラ .0.00 _メ
ガ ラク トース ■0.7 0.7 ＼I.00
グ～レコ.一子及 ピ･ウロ ンー酸 1&6L& ･r5I8 320
仝 セル ロース 46.1 58.7 0.79 pilo&.&LBrey＼●
αセル ロ⊥ス 346 45 . 76
べ ./Lト-ザ ソ 12.2 I12.4..0.98■
･1)ダニ ン 35.21.こ 28.3 i.24


















































欝18表 替 梼 重
55`
′木 材 研 究 俸1号 (昭 24)
ノ
俸19表 容積 (1;cc)に対する梶野重畳′(g)の比 -
･､樹 種 舵 .愚 ア テ _正 常 材 .也 報 .骨 一着
PiceaeXcelsa 生 材ー ノ0.53 0.36 1.47 IRothe.
Pinusdef)Siflora -〟 0†57 ー 0!47 1.20 車 中
Pseudotst)gaDouglasi, 〝 一 ､0.451 0.439 1.03 ′Trcnde巌 bu,g
● 〃 〟 E O.513､'L 0.428､ 1.20 Pillow&'I.uxfordt t
'Abiesconcolor / 0.470Ll･0.346 1.36.
＼ I
､或零環に於仕る羅乾重量を細胞離 )虞比重で甲るとその容靖に滑する膜質の冥客酎 浅 められ∫ I I
るが,RoTHE (1930)か FiPhteめ例にて計算したところによると, アテにて 23･7-43･6.%,


















尾 中 : ア テ の 研 究



















ア テ 正 骨 材 顎 骨 一着
Jaccardu･Frとy
Pilow'&Luxford







算21表 吸 溶 ∴ 率
確乾材片を飽和水蒸気中に吸漁せしめた場合の吸商量を韓乾重量に対する百分率で示すo
樹 .庵 試験日数 ア テ 元常材 ′,- 比 : 報 骨 者
Pinuszaigra , 日22. ′′2ー5.5 ′ノ27.1 0.94 Jaccardu-.Frey､衣 .
PseudotsugaDouglasi 〟 25.4 ノ27.0 0.94
Ir
之等に･よって見 るとアテは水分を喪失す る事 も,吸収す る事 も正常材に比べて困簸であると冨 :.メ
う事が出乗 るot此理由はアデの細胞膜が強 く禾化せ る忙 よるものであろう'O併し単位寄横に対すl葛i
る吸輯貴を比較す ると,例えば森氏 (1933)がアスナtiに裁て実験 したところ隼よれば 1cc当＼










長 く轡 の水分はア羊の加 碍子多
いが,乾燥に際し透かに水分を失
俸22表 潤 葉 樹 (Populusalba)のアテの永分

































樹 感 チ .テ 匡 骨 材 長. ′報 償 費
PinusPonderosa ′0.7()6 a/00.17や･4.02 Hec'k
ーPstudo吉sugaDouglasi ′.0;20-1.10㌧.10-0.25 2二一4.4Treqdelenburg
〝 〝 0.67 0.17. 9.9年 Pilow & Lux-
Abies_concolor ､0.54 0.12 4.50.fordI牢 沢局 申ー
pinustaeda J 1.60 OT'14 ,'Jll.42.
〝 ponderosa 0.80二 0.21 3.81-
Sequoiaemperiens. 119 ＼4 8O4,5
-qlamaeFyPa車 obtusa 4.60
/ pisiberar 10:3T.:
Pin d sib a.V 203
〝 〝 ･2.83 0.19 15.25'i
58
へ尾 中 :ア テ の 研 究







2×2×3叩 ,計欝 1/100㌫m 剤皮 Dialguage.



































































･dr - ･一 一･･縦 の方向
,紬 .ム⊥ ･一･一･七刀貌方Gl
く-.--～ ･･･- -･･放 射方向








I,樹 揮 ア, チ ! 正. 骨 材 ～報 骨 1着 =liI縦の方向 放射方向切線方向:縦の方車 嘉■方南 緑方向
ipifluSPOr)derbsa 0`32 1 1.21 0.038 1 1.35-､Heck
/ 〝 ノ.ド 0.36 1 2⊥32'0.054. 1 1.64 Pilow & Lux--
pseudotsugaDouglsi ､0.27 1 1.68●0二050. '1 1.74lford q矢 沢尾 中Seqoiasemperyirens妻 85 ~ 72 .93■}I4 ′ 23_ 51
Chamaecyparisofttisa 1.55 1 . 1.18
/ pisifera 4.7 1 1.14_
＼1. pinusdcusiblora I 0.79 1 1.53




尾 中 :･ア テ ･rの 研 究


































低い.換言すれば強喝状態か ら乾燥して行く場合の方が幾分 高い含水率 に於て周囲の水菜束張 ･
61
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二二 土 ふ 7′デモ
′
a
三 千 本 牢 テ㌣ ヂ '
二二 二 一I-I--I______.____. 1----･-I-一一･一･--･-･･･-'-1 ナ 7-
～
二 二 中 主土 - 二 二 二 フササクラ
′
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尾 中 : ア テ の 研 究
誠するめは, セル.2､-スLミセル表面のOH基の VA'N DER W AALカがリグニンによって-一部飽
和 されているからであると見る事が出癖よう｡ ′
∴セルp-チミセルの大小さは FREY-W YssPRG等の･提唱する概念に従えば一定のものとは言































































ける0由基の 壱ANDERWALLカに基 く兼の膨潤は,御 ヒ細胞膜疫於て考えられなくなる｡此
点に裁き F童;-wtYssLING(1937)二のミセル構造に卑す.る構想は極めて明確な解答を与 う′るもの
である｡彼によると径約 608のミセノ1,が約 10且の間隔を以て集って Mikrofibrilen を構成
し,更に之が集って Fibrilenをなすのであるが, MikrPfibrilen,の尚には約 100且の幅のI l
二KapiぬrelntermicPia嘩 n芸占やミある｡之等の間隙はセルロース分子の生ずる際 グルコ-スのI -
･Hydrationswass占rが遊離流出するによって現れると考えられてレるo ともあれミセル間際に










局 中 :.ア テ の 研 究
妊敦射如 壷 縮率'oみ鱒 撃誓小でやる･と述べて･V,る示,菜 準 が海浦 函酢 の放縮摘 下l







を Fibretenlsiムnと呼んだ｡本邦産の樹木に裁て披渡辺氏 (1942)の研究がある.0 .′




























































































厚 くなると共に外暦を横断方向に内側より圧すると考える事が出界 算17図J 1
るO此際外暦が螺旋状 ミセ}ー'U構造を有するものとする.と,横に引き
亡:≡
伸されると何時に職の方向に短縮するO廃 17図に於て ABl を外 D;
暦の隔,ADl を高さとし,ACl をミセルの傾斜方向とす.る｡而し
て陽質暦が膨潤EqL:よって内1より圧迫し,･胞 ､ABl.を一AB2に琴 伸 長
･ したと･t/,1ミセルの長軸の方向如ち雪ルロ-子の主原子債連鎖の方
向は引張強震が特に大であると言われるから,此方向の長さ1を不′/
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LE"PURG(1932),蘇 (1933),PILLOW及びLsxァoRD･(1937)等 の琴骨がある｡竃に之等の結果ヽ .I
と筆者の実験を併せて兵性質を検討す苧壷とする,0倍多 くTの報昔に於17:アテと庇較対照された材
. はアテの反対側p同年輪O.部今であやが,英側は年輪幅が狭両 〕ら,之に伴う性質の相違を考慮
しなければなるまい｡解剖上の所見として R HARTIGが Fichteの此側の材の秋材仮導管の内
'盾に略水干の嘩薮が現れ,る事を指摘しているが,他の属に於て紘殆んど見やれぬ鹿に思う｡倫針













, 俸27表 圧 縮 張 匠 (縦の方向)
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尾 一中 : ア テ の 研 一究
B. 束 ′.乾 材
l 凋 樺 ( 親 慶 ('kg/Fm27) 張箆/.乾物重畳率 報 ′官 署･ア テ 正常材. 氏 ア.チ 由常甲 ･,比
Thujopsis:dolabrata 419 3肇 1.19 ｢~T l8.25 9.16 -`0.90 秦
, Pic甲 qXCelsaI< 358. 344 1.04 9.4 /9.5▲ .0.99_ ･janや
I/Pinusponde.rosa 570 519 一.1.10 ･8.4 9.4 _0.89 -Heck,
pseudotsugaDou-glasi 414 J64.4 ･0.64 7.5.5 10:65 0.71 Trenddlenbt汀g
〟 502㌧ 508 I.0.99 9.52.ll.07 0.86 Piloh & Lt,.x-
Abiesconcolbr 415 367 1.13 8.15 19J 9 . 0.83 ford :
Pinustaeda 506 ′'600.10.84 8.18 ･◆10.23 .も0.80
〟 ,-ponderb.sa 420 366 1.14 ,8.41 9.85 0.86
a y
＼
･備考 .Pilow等の供衰柳 ま1×1×■4inch,森は5cm3.尾中は 2×2･×4cm とし;r側枝は径 6cm
のものを長さ3cmに切り,･.アテと､反対側 との材を折辞して比乾したこ年輪幅アテは3-4mm,∫
反対側は2mm内外. ノー
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算79表 総 圧 jI･Nこ よ る 縮 み























































pglLQw 及びLLUxFORDは拒む方向の圧縮強度は Fibrilが細胞の長軸より傾 く程 大となると′ ～
し,其角度ゐ正弦と 張度/比重 の値は直線的を関係にあると述べ, 叉 KoLL'MAk(1934)は引
環ヤング係数娃童顔子債遵鑑の方向に衆や大きく,従てミセルが傾斜する程小となると称してい
るo
1soNNTAG･(19.09)轡 坤 " 早- 時の伸長率を Duktitatとれ ,pseudotsutgaDc嘩
siのアテでは其値 3･7-7･0%であるが,,ラミ-の敷皮繊維では 1･7%長過ぎ奥のは,細胞膜の細





































'葦 31及び 32表は筆考がアカマツ,tノ号等の按に裁て測定した例である｡ .




年 軸 ＼餐mlⅥ 荷重5kgの時Pたわみ(cm) 比 例 限鼻 kg 破攻時の荷重 (kg). ∫此＼正' 位 .魔 位 五 一位 逆 ~､一位 , 正 ㌧位 :て道 1 位
23 I:t14.2 1.07 1.37 5.2､ ∫ 4.0 .8.7 6.2 ･0.71
14.3 1.Ill 】､33 6.0 3.0 】0.0 7.0 ＼_′0.70 .
15.5 0.79 ∴0.90 7.2 5.0' 10.3■ 8.0 , o'.78,'､/
16.0 0.91 1.41 3.5 3ー.0 ′ュo.0 ･7.0 0.70
･70 0L51 063 12_0 63 130 99 f o













































0 2 4 6 8 10 2D ･30や drA･ 抱 み蚤
5/ 算33表` 曲 げ 張 監
′ 盆 材
樹 ,種 T.執 琴 (kg/cm2) 張度/乾物重量率 ヤγグ係数 (kg/cm2) 報 葉 着早アテ 正常材 '比 アテ 正骨材 I.也. ア テ 正常粛 此
ち / 563_47_7 ll.18 10.981.ll.13 P▲99○ 71.433 96.252･oj4 PilowS=LuX-
Abies.coflCPn)-r 532 425･:1.25t.ll.32 12.27 0∴92 69.183 82.963I 0.83 fordI
′.Pif】u芦taeda. 1 597 574 1.04 10.22 1.1.06 0.92 64.613'126.836･.0.51
I/ POtlderosa , ･413.0 326 1.32' 9.21 9こ22 ･i.oo 59.199.75.511 0.78

































試験片は･Pilow 等は 1×1×16吋･スパンユ4吋の中村こ荷重を加え'.森は ?XlX20cm を用いて居る｡
, 73.
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俸35表 乾燥に伴 う張定の凌化 気乾材/生材の比にて示す.
■'i.樹 ` ＼ 輝∴ _軍 縮 規 定 ■引 張 .張 匿 .曲 げ 張 度-iア テ 正 骨 材 ア テ 正 常 材 ア テ 正 常 材
Pseudotstlgai)Ouglasi 1.72ー- 2.20 r 1.18 J'0.95 j> 1.56 ･1.91
′■､Pir)us.taeda 1｢64 2.27, r～ J- 1.66. 1.94
/ Ponderosa 1.81 -.え23 1.91 2.12ー-
＼
数字は Pillow 及 Luxfordーの鰭異より筆者の算出したもの｢空
74
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や工LLOW 及び Lu甲 PRD の実験結果でも第33表右欄に示した康に気乾状態の場合もステの方が小
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俸38表 敬 性
生 ･ 材








俸39表 I I割 裂 強 ま
凍 種 .メ .田 ′準 二 軍 (kg/cm-o) 張度/乾物重量率 野 著 者
ア. チ 正常可 比 ア テ 正常材-.氏.0.19 1.00
Thuj｡psisdolabrata.-放射団 ∵ 三 肯 0.19 森 .
/
俸40表 硬 ､ 皮
.樹 .麺 団 .張 度 (kg/cmP) '張匿/乾物重量率 . 報 '菅 者
.ア テ ､.正常材 '.比■ ･7 l テ _正常材 l 戊 l/
Th叫opslSdolabrata 放射甲 ･2.35 a.07 ,.義 _ ./
251.4 107:0 2.88 1.76
気 乾 .!材～Picea excelsa 切頴田 .,.242,2, 124.8 1′.94 4.88 一.3.35 1.46
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4.･謬質厚の出現に際し第二期 巴厚膜の内部に向って漸次木化慶の少 くな畠もの (第 i型),第
二期 巴厚膜至体が厚い謬質暦となるもの (第 五型),第二刻 巴厚膜の 丙暦として独立した 謬質厚
を生ずるもの (第 範型)の区別があ り,之は大体科,虜によっ七一足せ る康である.その中第II
型は例が少 く,第 玉型は械稚状仮導管に伴い,第 監型蜂虞正木械砥咋伴って現れる傾向がある｡■
何れにせ よ用材とされろ喬木性滞羊歯には此謬質暦を生ずるものが多示｡-I/




6` 圃英樹には叉謬質草を生ぜずして, 全 く偏心歳長を起さないもの,或は針葵樹と同塵の傾
向の偏心成長をなす挙のがある｡ 覇者に_は SaxilagaFeale,Ca画foliacrLeae等潅木性の ものが
ち









1.掠御 ヒ学的ぬアテの仮導管の第二期 巴厚膜の木化が特に著しいのが注意される-. 分析結果
′ ノ
に就て見てもT)グエソが多 くセルロ-スに乏しい.?其他アセトン,･アルコ･-メ,-- テ ル 抽 出 物
が 少 ぐ, - ミセル ロース多少に富む事等が認められる0
. - . . . 80
ヽヽ ′レ
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